
� はじめに
香川県に於けるウイルス感染症の対策は，旧伝染

病予防法，感染症の予防及び感染症の患者に対する

医療に関する法律（感染症法）に基づき策定した香川

県感染症発生動向調査事業により実施してきた。ま

た，香川県感染症流行予測調査として１９８９年より法

律に基づく調査では，多彩な病態を呈し，動向を正

確に把握することが困難な神経系ウイルス感染症の

流行像解明を目的とした調査を実施した。本二事業

よりウイルス感染症の発生状況を調査し，調査成績

に基づき血清抗体価の推移及び抗原分析等を実施し，

疫学解析により県域に於ける各ウイルス・血清型間

の感染力の相違，地域定着性，周期流行性等の動向

実態が徐々に解明されてきた。

本報では，２００６年のウイルス検索成績等より県域

のウイルス感染症の動向を疫学解析し，動向の制圧

に関する情報を提供したのでその概要を報告する。

� 材料及び方法

ウイルス検索は，香川県感染症発生動向調査事業

並びに，香川県感染症流行予測調査より各医療機関

から送付を受けた１５６６検体を材料とした。

ウイルス分離は，細胞培養（RD‐１８S，FL，MDCK，

Vero，B９５a等）及び，哺乳マウスを用いた。RotaA，

Adeno４０／４１は，ELISA 法による抗原検出，Norovirus

は，RT‐PCR法等によるウイルスRNAの検出等を

実施した。ウイルスの同定は，国立感染症研究所，

自家製マウス免疫腹水，市販抗血清等を用い既報１）

のとおり実施した。

� 結 果

１ 疾患別送付状況

検索材料は１５６６件が送付され，２００５年の２００３件に

比較して０．７８倍と減少し，月平均１３０．５件であった。

疾患別送付状況は，呼吸器系疾患が８２９件５２．９％と

過半数を占め，次いで感染性胃腸炎２８６件１８．３％，

不明熱１４１件９．０％，無菌性髄膜炎１１２件７．２％の順に

多く送付された。例年２）に比べ Echo 群の小規模な

動向により無菌性髄膜炎由来検体は減少した。月別

送付状況は，インフルエンザ疾患１～３月，下痢症

ウイルス２，３月，１１，１２月と流行する起因ウイルス

の季節特異性により検体数は増加傾向を示した。
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要旨
ウイルス感染症は，種々の要因に影響され複雑な流行像を呈する。特に，風邪症候群ウイルスの範

疇に含まれ，多彩な臨床像を呈するウイルスの中には，その動向が不明なものも少なくない。香川県
では旧伝染病予防法，感染症法に基づく香川県感染症発生動向調査事業に加え，１９８９年より県域で大
規模な動向を示す神経系ウイルス感染症の動向解明調査を実施してきた。本調査成績に疫学的手法を
加え，Adeno 血清群，CoxsackieB 群，Echo 群の動向が徐々に解明され，解析結果で得られた様々な
知見を報告してきた。本報では２００６年の県域のウイルス感染症の動向を過去の解析結果に基づき疫学
解析を実施した。
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２ 検査材料別送付状況

検査材料別の送付状況は，咽頭拭い液９１７件５８．６％，

糞便３６５件２３．３％，髄液２４４件１５．６％，結膜拭い液２４

件１．５％，尿５件０．３％，その他１１件０．７％と例年同

様に咽頭拭い液が過半数を占め，咽頭拭い液材料は

Influenza A（H１）型・A（H３）型，Adeno３型の流行

により２～６月に，糞便材料はNoro G�の流行により
１１，１２月に増加傾向を示した。しかし，CoxB 群，Echo

群の散発流行により例年２）に比べ夏期の無菌性髄膜

炎由来髄液は減少した。

３ 主要ウイルス検出状況

ウイルス検索材料１５６６件より感染症発生動向監視

対象ウイルス４７０株が検出され，年間分離率は３０．０％

であった。

月別分離状況は，２００５／２００６流行年 Influenza A（H

３）型は１～２月（５９株中５４株９１．５％），A（H１）型は

３月（４４株 中２６株５９．１％），Adeno３型４～６月（１４９

株 中１１５株７７．２％），Noro G�１２月（６７株 中３９株

５８．２％），Noro G�１１月（２１株中１０株４７．６％）を流行
のピークとした。

月別分離率は，Adeno２型，３型の流行のピーク

が一致した５月（４４．１％），InfluenzaA（H１）型，A（H

３）型，Adeno１型，２型，３型の流行の一致した

２月（４２．６％）に高率となったのに対し，夏期流行の

CoxB 群，Echo 群小規模な動向により９月（６．８％）

は低率となった。

なお，主要ウイルスによる感染症の動向は次のと

おりである。
（１） ２００５／２００６流行年 Influenzavirus の動向

香川県感染症発生動向調査事業に於いてインフル

エンザ疾患を対象疾患とした。

A（H３）型は，２００５年４９週に初発分離され，２００５年

５１週２６株をピークとして２００６年１１週に終息し，１０３

株が分離された。

表１ 疾患別検体送付状況

表２ 検査材料別検体数
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A（H１）型は，２００６年５週に初発分離され，９週を

ピークとして１４週に終息し，４４株が分離された。B

型は，２００６年１３週から１５週までに５株分離され，散

発流行で終息した。
（２） Adenovirus の動向

香川県感染症発生動向調査事業ではAdenovirus

の動向監視は流行性角結膜炎及び小児科領域では感

染性胃腸炎，無菌性髄膜炎及び主に３型により惹起

される咽頭結膜熱を対象疾患とした。また香川県感

染症流行予測調査では動向の全容を把握するため

Adenovirus により引き起こされる可能性のある疾患

を対象とした。

Adenovirus は４血清型２０１株が分離され，Adeno

３型が１４９株７４．１％と高率に占め，次いでAdeno２

型４３株２１．４％，Adeno１型５株２．３％，Adeno４０／４１

型４株２．０％の順に多く分離された。

最も多く分離されたAdeno３型は，２００３年４月か

ら継続流行３）しており，例年同様に４～５月を流行

のピークとしたが，７月以降の分離数は激減した。

疾患別分離状況は，流行性角結膜炎からの分離は１

株のみで小児科領域からの分離が１４８株９９．３％と高

率に占めた。病態は，咽頭結膜熱からの分離は僅か

に３株に留まり，本年も急性気道炎からの分離が１４４

株９７．３％と高率に占めた。しかし，流行初期に多発

傾向を示した重篤性の高い下気道炎からの分離４）は

１３株９．０％と減少傾向を示し，予後不良の中枢神経

系への侵襲例も本年は確認されなかった。Adeno２

型は，２００５年の分離数２１株に比べ４３株と急増し，夏

期も散発流行した。病態は急性気道炎からの分離が

４３株中３９株９０．１％と高率に占め，急性気道炎を主流

とし，下気道炎からの分離が８株２０．５％に確認され

た。Adeno１型も同様に５株中４株８０．０％が急性気

道炎からの分離であり，下気道炎が４例中３例

７５．０％と高率に占めた。

表４ 疾患別アデノウイルス分離状況

（３） CoxsackievirusAの動向

香川県感染症発生動向調査事業に於いてヘルパン

ギーナ，手足口病を対象疾患とした。ヘルパンギー

ナから起因ウイルスとしてCoxA２が２株分離され，

手足口病からはCoxA１６が１株分離された。
（４） CoxsackievirusBの動向

香川県感染症発生動向調査事業では無菌性髄膜炎

を対象疾患とし，香川県感染症流行予測調査では動

向の全容を把握するために脳炎・脳症等を始めとし

てCoxB 群により引き起こされる可能性のある多彩

な疾患を対象とした。

表３ 月別分離状況
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CoxB 群は，３血清型３２株が分離され，CoxB３型

１７株，CoxB４型１３株，CoxB５型２株の順に多く分

離された。CoxB３型は，２００３年１２月より分離数は

増加傾向を示し，２００４，２００５年夏期をピークとする

長期間に亘る流行５）が確認されたが，本年は分離数

は激減した。病態は，無菌性髄膜炎からの分離は僅

かに１株５．９％に留まり，急性気道炎１２株７０．１％，

発疹・不明熱各々２株１１．８％と急性気道炎からの分

離が大部分を占めた。CoxB４型は，１３株分離され，７

月に初発分離されたが８月には終息し，短期間の散

発流行に留まった。病態は，急性気道炎８株６１．５％，

無菌性髄膜炎４株３０．８％，不明熱１株７．７％と急性

気道炎からの分離が多くを占めた。また，CoxB５

が急性気道炎から５月に２株散発的に分離されたが，

それ以降は，確認されなかった。
（５） Echovirus の動向

香川県感染症発生動向調査事業では無菌性髄膜炎

を対象疾患とし，香川県感染症流行予測調査では動

向の全容を把握するために脳炎・脳症等を始めとし

て Echo 群により引き起こされる可能性のある多彩

な疾患を対象とした。

Echovirus 群は，Echo１１型が７株分離され，７月

に初発分離されたが，CoxB４型同様に８月に終息

し，散発流行に留まった。病態は，不明熱３株４２．９％，

無菌性髄膜炎道炎２株２８．６％，急性気道炎・発疹

各々１株１４．３％であった。
（６） Norovirus の動向

香川県感染症発生動向調査事業に於いて感染性胃

腸炎を対象疾患とした。

Noro G�６７株，G�２１株が検出された。Noro G�
はほぼ年間を通して検出され，１１月１４株２０．９％と急

増し，１２月に３９株５８．２％と高率に検出された。Noro

G�はNoro G�と同様に１１月１０株４７．６％と増加傾
向を示したが，Noro G�の動向により減少した。
Noro G�の病態は，嘔吐下痢症５６株８３．６％，急性
腸炎１１株１６．４％と嘔吐下痢症が大部分を占めた。G

�も同様に嘔吐下痢症１７株８１．０％，急性腸炎４株
１９．１％と嘔吐下痢症が大部分を占めた。
（７） Rotavirus A群の動向

香川県感染症発生動向調査事業に於いて感染性胃

腸炎を対象疾患とした。

Rota A 群は，３１株検出され，２，３月に増加傾向

を示した。例年に比べ検出数は少なく大規模な動向

は確認されなかった。病態は，嘔吐下痢症２７株８７．１％，

腸炎４株１２．９％と例年同様に嘔吐下痢症が大部分を

占めた。

４ 疾患別分離状況

疾患別分離状況は，呼吸器系疾患からの分離が４７０

株中３１８株６７．７％と最も多く，次いで感染性胃腸炎

１２４株２６．４％，不明熱９株１．９％，無菌性髄膜炎７株

１．５％，眼疾患４株０．９％，発疹３株０．６％，ヘルパ

ンギーナ２株０．４％，手足口病１株０．２％の順に多い

検出状況となった。本年は，InfluenzaA（H１）型，A

（H３）型の流行に加えAdeno３型の急性気道炎を主

流とした周期流行及び，CoxB 群，Echo 群の急性気

道炎を主流とした流行により呼吸器系疾患からの分

離数は増加傾向を示した。また，感染性胃腸炎では，

Noro G�の大規模な流行により検出数は増加傾向
を示した。無菌性髄膜炎は，CoxB４型４株，Echo

１１型２株，CoxB３型１株と Enterovirus の流行は小

規模であり，中枢神経系への侵襲は少なく脳炎の発

症例も本年は確認されなかった。眼疾患からは，

Adeno３型４株，不明熱は，Adeno３型・Echo１１型

各々３株，CoxB３型２株，CoxB４型１株，発疹か

らCoxB３型２株，Echo１１型１株が分離された。

表５ コクサッキーB群・エコーウイルス分離状況
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� 考 察

香川県感染症発生動向調査事業並びに，香川県感

染症流行予測調査より送付されたウイルス検索材料

１５６６件より４７０株の発生動向監視対象ウイルスが検

出され，年間分離率は３０．０％であった。

分離材料別状況は，検体数１５６６件中咽頭拭い液９１７

件５８．６％，糞便３６５件２３．３％，髄液２４４件１５．６％，結

膜拭い液２４件１．５％，尿５件０．３％，その他１１件０．７％

であった。材料別送付状況は，咽頭拭い液では

Influenza A（H１）型，A（H３）型の動向に加え，Adeno

３型の大規模な動向により２～６月に増加傾向を示

し，糞便材料はNoro G�，G�の大規模な動向に
より１１，１２月に増加傾向を示したが，CoxB 群，Echo

群の小流行により夏期の無菌性髄膜炎由来髄液の送

付材料は例年に比べ減少した。送付材料は，流行す

るウイルスの季節特異性により増減し，発生動向監

視対象ウイルスが送付材料中に多く含まれる可能性

が示唆された。

月別分離状況は，１月１１６件中４４株３７．９％，２月

１６９件中７２株４２．６％，３月１７７件中６２株３５．０％，４月

１６３件中５７株３５．０％，５月１５２件中６７株４４．１％，６月

１７６件中４４株２５．０％，７月１２６件中２３株１８．３％，８月

１２６件中２３株１８．３％，９月５９件中４株６．８％，１０月６７

件中９株１３．４％，１１月１１１件中２５株２２．５％，１２月１２４

件中４０株３２．３％，であった。分離率はAdeno２型，３

型の流行のピークが一致した５月に４４．１％，

Influenza A（H１）型，A（H３）型，Adeno１型，２型，３

型の流行の一致した２月に４２．６％と高率となったの

に対し，CoxB 群，Echo 群の散発流行により９月は

６．８％と低率となった。

疾患別分離状況は，上部呼吸器系疾患４７０株中１８０

株３８．３％，感染性胃腸炎１２４株２６．４％，インフルエ

ンザ疾患株中１１０株２３．４％，下部及び上・下部呼吸

器系疾患２８株６．０％，不明熱９株１．９％，無菌性髄膜

炎７株１．５％，眼疾患４株０．９％，発疹３株０．６％，

ヘルパンギーナ・その他・不詳の疾患各々２株

０．４％，手足口病１株０．２％の順に多く分離された。

疾患別分離率は，手足口病１件中１株１００．０％，イ

ンフルエンザ疾患１３５件中１１０株８１．２％，ヘルパンギ

ーナ３件中２株６６．７％，嘔吐下痢症１７０件中１０３株

６０．６％，上部呼吸器系疾患５０５件中１８０株３５．７％，そ

の他の胃腸炎１１６件中２１株１８．１％，下部及び上・下

部呼吸器系疾患１８９件中２８株１６．６％，眼疾患２７件中

４株１４．８％，発疹４３件中３株７．０％，無菌性髄膜炎

１１２件中７株６．３％，不明熱１４１件中９株６．４％，その

他・不詳の疾患１２４件中２株１．４％の順に高い分離率

となり，手足口病，ヘルパンギーナ，インフルエン

ザ疾患等の特定のウイルス及び，血清型等に起因す

る疾患は高い分離率を示した。

また，神経系ウイルス感染症の流行像解明を目的

とした香川県感染症流行予測調査に於いて分離され

たウイルス及び血清型は，呼吸器系疾患からAdeno

１型５株 中４株８０．０％，Adeno２型４３株 中３９株

表６ 疾患別分離状況
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９０．７％，Adeno３型１４９株中１４５株９７．３％，CoxB３型

１７株 中１２株７０．６％，CoxB４型１３株 中８株６１．５％，

CoxB５型２株中２株１００．０％，Echo１１型７株中１株

７１．４％，不明熱Adeno２型４３株中３株７．０％，CoxB

３型１７株中２株１１．８％，CoxB４型１３株中１株７．７％，

Echo１１型７株中３株４２．９％、発疹CoxB３型１７株中

２株１１．８％，Echo１１型７株 中１株１４．３％，そ の 他

・不詳の疾患Adeno１型５株１株２０．０％，Adeno３

型１４９株中１株０．７％と感染症法に基づき実施する香

川県感染症発生動向調査事業で動向の指標となる対

象疾患以外の多彩な疾患から高頻度で分離された。

本調査に於いて高頻度で分離されたAdeno３型は，

周期流行期間中と推察され，２００３年４月以降より小

児科領域において急性気道炎を主流とした継続流行

を示しており，本年も同様に５月をピークとして急

性気道炎からの分離が１４９株中１４５株９７．３％と高率に

占めた。流行初期は下部及び上・下部呼吸器系疾患

からの分離例が多発傾向を示したが，流行の長期化

に伴い，急性下気道炎からの検出数は減少傾向を示

し，重篤性の低下が示唆された。また，流行期は，

春・夏期の二峰性のピークが確認されるが，夏期の

咽頭結膜熱を主な病態とした流行は確認されず，７

月以降はの分離数は激減しており，Adeno３型の周

期流行の狭間に大規模な動向を示すAdeno２型の急

増により，長期に亘る周期流行の終息を示唆させた。

Adeno３型以外の血清型に於いてもその重篤性が確

認され，呼吸器系疾患中で下部及び上・下部呼吸器

系疾患が占める比率はAdeno１型４株中３株７５．０％，

Adeno２型３９株中８株２０．５％とAdeno１型は高頻度

で下気道炎を引き起こしており，その重篤性を窺わ

せた。Adeno１型は，県下に於いて冬期に大規模な

動向を示すことが確認されており，特に，Adeno２

型はAdeno３型の終息と共に，大規模な動向を示す

可能性が高く，Adeno３型同様に現行の監視体制の

継続性を示唆させた。

CoxB 群，Echo 群に於いても香川県感染症発生動

向調査事業に於いて対象疾患となる無菌性髄膜炎か

らの分離は低率でありCoxB３型１７株中１株０．６％，

CoxB４型１３株 中４株３０．８％，Echo１１型１３株 中２株

２８．６％，CoxB５型２株中０株０．０％であった。分離

株中最も多く占めたCoxB３型は，２００３年１２月より

２００４年，２００５年の夏期をピークとする長期流行を示

していたが，本年は４～８月に１７株と散発流行とな

った。９月以降の分離は確認されず，感受性年齢群

のCoxB３型中和抗体の保有率も上昇しており長期

間に亘る流行の終息を予測させた。しかし，夏期を

中心として定型的な大規模な動向を示した前季流行

様式６）とは相違し，流行年によるCoxB３型の流行

像の多様性が示唆された。また，CoxB４型の侵淫

が７月に確認されたが、７～８月の短期間の散発流

行で終息した。Echo１１型も７月に侵淫が確認され

たが，大規模な動向を示した前季流行７）とは異なり

７～８月の短期間の散発流行で終息した。地域常在

化傾向の強いCoxB５は５月に急性気道炎より散発

発生が確認され，夏期間の大規模な動向は確認され

なかったが，２０００年に県域で大規模な動向８）を示し

ており，抗体も消失していることから来季の流行を

予測させた。Enterovirus では CoxB 群３血清型，Echo

群１血清型が分離されたが，何れの血清型も無菌性

髄膜炎の発症率は低率であり，現行の感染症法に基

づく無菌性髄膜炎を対象疾患とする発生動向調査で

は動向の全容を把握するのは困難であり，今後も現

行の監視体制の継続が示唆された。

香川県域で発生したウイルス感染症の病因ウイル

スとして４７０株が検出された。検出ウイルス中で最

も多く占めるのはAdeno３型１４９株３１．７％，次いで

Noro G�６７株１４．３％，InfluenzaA（H３）型５９株１２．６％，
InfluenzaA（H１）型４４株９．４％，Adeno２型４３株９．２％，

RotaA３１株６．６％，Noro G�２１株４．５％，CoxB３型
１７株３．６％，CoxB４型１３株２．８％，Echo１１型７株１．５％，

Influenza B 型，Adeno１型各々５株１．１％，Adeno４０

／４１型４株０．９％，CoxA２型，CoxB５型 各 々２株

０．４％，CoxA１６型１株０．２％の順に多く検出された。

香川県域の主要ウイルスの動向を病原微生物検出情

報ウイルス集計９）より比較検討すると，Influenzavirus

の全国の動向は，A（H３）型は２００５年１２月４７５株，２００６

年１月１９４３株，２月７４３株，３月１３６株，A（H１）型

は２００６年１月３４７株，２月３８７株，３月３４９株，B 型

は２００６年５月１９６株をピークとした動向を示してお

り，本県の地域性を考慮するとA（H３）型，A（H１）

型の流行はほぼ一致したが，B型は散発発生的な流

行に留まった。Adeno３型は，全国集計では４月９２

株，５月１４０株，６月１７３株，７月１４４株，８月９９株

が分離されているが，４～６月の増加は本県の分離

報告４月３４株，５月４７株，６月３４株が多くを占めて

おり，７月に若干の増加が確認されるが，全国集計

から推察すると主に３型により惹起される咽頭結膜

熱を主流とする大規模な動向は確認されなかった。

無菌性髄膜炎の主要ウイルスであるCoxB 群，Echo

群も共に全国集計では分離数は少なく，その中でも

香川県環境保健研究センター所報 第６号（２００７）

－ 81 －



Echo 群では Echo１８型，３０型が多く分離されている。

本県で散発流行した Echo１１型は本県のみの散発流

行であった。本年は全国的にもCoxB 群，Echo 群

による無菌性髄膜炎を主流とする大規模な動向は確

認されなかったが，Enterovirs による各地域間の流

行像の多様性が示唆された。

最後に，香川県域に於ける主要ウイルス感染症の

動向は，全国の状況とほぼ一致した傾向を示し推移

する。ウイルス感染症の発生は，毎年の様に確認さ

れるが，その動向は，自然環境の変化及び，社会的

要因，各ウイルス間の感染力の相違，感受性側の要

因等にも影響を受け複雑な流行様式を呈する。今後

もウイルス感染症に対する監視体制を強化し，流行

初期・中期・後期に於ける病因ウイルスの検出や各

流行年に併せた各地域に於ける抗原分析，抗体の推

移等の疫学解析により動向を最小限に制圧する必要

性が示唆された。

� まとめ

２００６年の感染症法に基づく香川県感染症発生動向

調査事業及び，神経系ウイルス感染症の動向の制圧

を目的とした香川県感染症流行予測調査に於けるウ

イルス検索材料１５６６件より発生動向監視対象ウイル

ス４７０株を検出した。県域に於ける主要ウイルスの

動向は次のとおりであった。

１ ２００５／２００６流行年 Influenzavirus の動向は，A（H

３）型は，２００５年４９週に初発分離され，２００５年５１週

２６株をピークとして２００６年１１週に終息し，１０３株が

分離された。A（H１）型は，２００６年５週に初発分離

され，９週をピークとして１４週に終息し，４４株が分

離された。B型は，２００６年１３週から１５週までに５株

分離され，散発流行で終息した。

２ Adenovirus は４血清型２０１株が分離され，Adeno

３型が１４９株７４．１％と高率に占め，次いでAdeno２

型４３株２１．４％，Adeno１型５株２．３％，Adeno４０／４１

型４株２．０％の順に多く分離された。Adenovirus の

中で最も大規模な動向を示すAdeno３型は，２００３年

４月から継続流行し，本年も４～６月をピークとし

た動向を示したが，７月以降は分離数は激減し，

Adeno３型の周期流行の狭間に大規模な動向を示す

Adeno２型の急増により，長期間に及ぶ周期流行の

終息を示唆させた。病態は，急性気道炎からの分離

が１４４株９７．３％と高率に占め，流行初期の下気道炎

の多発傾向は薄れ，流行期間中に散発的に発生した

中枢神経系への侵襲例は本年は確認されず，流行末

期に重篤性の低下が示唆された。また，Adeno２型

は，２００５年の２１株に比べ４３株と急増し，下気道炎か

らの分離が８例２０．５％に確認され，その重篤性を窺

わせると共に，今後の流行を予測させた。

３ CoxB 群は，３血清型３２株が分離され，CoxB３

型１７株，CoxB４型１３株，CoxB５型２株の順に多く

分離された。また，Echo 群は Echo１１型７株の単独

血清型の分離であった。地域常在化傾向の強い

CoxB３型は，２００３年１２月より分離例は増加傾向を

示し，２００４，２００５年夏期をピークとする長期間に亘

る周期流行が確認されたが，本年は分離例は激減

し，９月に終息した。しかし，今季流行は夏期を中

心として定型的な大規模な動向を示した前季流行と

は相違し，各流行年による流行様式の多様性が示唆

された。また，病態は，中枢神経系への侵襲は僅か

に１７株中１株５．９％に留まり，急性気道炎１２株７０．１％

を主流とした動向を示した。CoxB４型は，Echo１１

型と共に７月に侵淫が確認されたが７～８月の短期

間の散発流行で終息した。周期流行型のCoxB５型

が５月に散発的に急性気道炎から分離されたが，夏

期の動向は示さず，来季の大規模な動向を予測させ

た。

４ Norovirus は G�６７株，G�２１株が検出された。
G�は，ほぼ年間を通して検出され，１１月から急増
し，１２月に検出数３９株に達する大規模な動向を示し

た。G�も同様に１１月に分離数の増加が確認された
が，G�にその動向を制圧され，１２月は１株の検出
に留まった。

香川県域に於けるウイルス感染症の発生は，毎年

の様に確認されるが様々な要因に影響を受け，複雑

な流行様式を呈する。今後も監視体制を強化し，流

行初期・中期・後期に於ける病因ウイルスの検出や

各流行年に併せた各地域に於ける抗原分析，抗体の

推移等の疫学解析により，動向の制圧に関する情報

を各関係機関に発信する必要性が示唆された。
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